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研究要旨 
【目的】本研究の目的は、在宅テレワーカーを対象に、在宅勤務環境と身体症状の関連を
明らかにすることとした。 
【方法】本研究は、日本における COVID-19 問題による社会・健康格差評価研究（JACSIS
研究）のインターネット調査データを用いた横断研究である。インターネット調査会社の
パネルメンバーから無作為抽出された日本全国の一般住民 15～79 歳の男女 31,000 人の
回答者のうち、就労していない者などの除外基準に該当した 26,431 人を除いた 4,569 人
の在宅テレワーカーを解析対象者とした。調査期間は 2021 年 9 月 27 日～10 月 29 日で
あった。解析には、目的変数を身体症状、説明変数を在宅勤務環境、調整変数を基本属性
としたポアソン回帰分析を行った。 
【結果】身体症状得点のいずれのカットオフ、テレワークのいずれの実施頻度において
も、在宅勤務環境の未充足が増えるほど身体症状ありの Prevalence Ratio（PR）が有意に
高いという一貫した結果が認められた。在宅勤務環境の各項目においては、「集中して仕
事ができる場所や部屋がある」「足元は、足を伸ばせる広いスペースがある」「室内の温度
や湿度は快適である」「静かな環境である」「インターネット回線などの通信環境が安定し
ている」「気分転換やリフレッシュできる場所や環境がある」の 6 項目において、充足に
比べ未充足の方が身体症状ありの PR は有意に高いという一貫した結果であった。 
【結論】在宅テレワーカーにおいては、在宅勤務環境の整備が不十分なほど（特に集中で
きる場、足元のスペース、温湿度、静けさ、通信環境、気分転換の場）、身体症状を持つ
者が多いことが示唆された。 

 
A. 研究目的 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （ 以 下 、
COVID-19）の流行に伴い、在宅でのテレワ
ークという新たな働き方が急速に広まった。
コロナ禍におけるテレワークと健康との関

連を明らかにしたシステマティックレビュ
ーによると、現段階では十分なエビデンス
が存在しないことが指摘されている 1）。し
かし、睡眠の質の低下、筋骨格系疼痛、頭痛、
疲労などの身体症状を含む様々な健康面と
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の関連が報告されており 2）、そのような影
響を防ぐために、適切な作業環境や機器の
整備などが推奨されている 3）。 

テレワーカーの在宅勤務環境と身体症状
との関連について、いくつかの先行研究が
ある。日本人労働者を対象とした横断研究
によると、机の明るさ、足元のスペース、温
湿度が不適切な環境で働いている者は、そ
うでない者と比べて肩こりの有病率が高い
ことが示されている 4）。また、作業に集中で
きる場所や部屋がないこと、机の作業スペ
ースが不十分なことなどの環境が、腰痛の
有病率の高さと関連していることも明らか
にされている 5）。他にも、不適切な空気の質
や湿度が目や呼吸器の炎症、頭痛、倦怠感な
どの症状を、不十分な通信環境などがスト
レス反応を引き起こす可能性も指摘されて
いる 6）。そのため、在宅勤務環境が様々な身
体症状と関連していることが想定される。 

そのような関連を明らかにした先行研究
の 1 つに、在宅勤務環境と身体的・精神的
健康との関連を見た横断研究がある 7）。そ
れによると、様々な在宅勤務環境への満足
度が健康問題の数と負の関連があることが
示されている。しかし、アウトカムの評価に
は信頼性・妥当性が検証された指標が用い
られていないことや、対象者の母集団が明
確でないといった大きな限界がある。 

そこで本研究の目的は、在宅テレワーカ
ーを対象に、在宅勤務環境と身体症状の関
連を明らかにすることとした。さらに、テレ
ワークの頻度によってその関連が異なるこ
とも示唆されるため 8）、テレワークの実施
頻度別に層化した解析も行うこととした。 
 
B. 研究方法 

１．研究デザイン・セッティング 
 本研究は日本における新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）問題による社会・健
康 格 差 評 価 研 究 （ JACSIS: The Japan 
COVID-19 and Society Internet Survey）
（JACSIS の HP）におけるインターネット
調査のデータを用いた横断研究である。
JACSIS の目的は、COVID-19 問題を含めた
住民の生活・健康・社会・経済活動の実態に
関する調査を実施し、データ分析を行い、科
学的根拠に基づいた「住民の健康と社会活
動を守る」ための現実的な社会経済的救済
策や健康増進策の立案につながる情報提供
を行うことである。 
 
２．参加者 
 インターネット調査会社である楽天イン
サイト株式会社のパネルメンバーのうち、
日本全国の一般住民 15～79 歳の男女を対
象とした。日本の人口分布に合わせ、性別、
年齢、都道府県別にパネルメンバーからラ
ンダムサンプリングを行ったうえで、調査
への回答を依頼した。調査期間は 2021 年 9
月 27 日～10 月 29 日であった。 
有効回答者は31,000人であった。このうち、
不自然な回答者を除外するため、薬物使用
に関する調査項目のすべてに該当すると選
択した者、薬物使用または慢性疾患に関す
る調査項目のすべてに該当すると選択した
者、「次の選択肢のなかから、最後から 2 番
目を選択してください」という質問に適切
な項目を選択しなかった者、合計 2,825 人
は分析から除外した。さらに、本研究は在宅
テレワーカーを対象としたため、非就労者
（仕事をしていない学生、リタイア、専業主
婦・主夫、無職）、就労者のうち過去 1 か月
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の労働時間が 0 時間の者、就労者のうち在
宅勤務をしていない者、就労者のうち過去
1 か月間にテレワークした日の仕事時間（平
均）がなし（0 時間）の者、合計 23,606 人
を除外した。解析対象者は 4,569 人であっ
た。 
 
３．測定項目 
１）身体症状 
 身体症状を評価する尺度には日本語版
Somatic Symptom Scale‒8（SSS‒8）9）を用
いた。この尺度は①胃腸の不調、②腰背部
痛、③腕、脚、または関節の痛み、④頭痛、
⑤胸痛・息切れ、⑥めまい、⑦疲労感・気力
低下、⑧睡眠障害の 8 問で構成されている。
いずれの項目も、選択肢は「ぜんぜん悩まさ
れていない（0 点）」「わずかに悩まされてい
る（1 点）」「少し悩まされている（2 点）」
「かなり悩まされている（3 点）」「とても悩
まされている（4 点）」からなり、合計得点
を算出するものである。合計得点のカット
オフとして 4 点（低い）、8 点（中等度）、12
点（高い）、16 点（非常に高い）が存在する。 
２）在宅勤務環境 
 在宅勤務環境については、先行研究 5）お
よび厚生労働省による「テレワークの適切
な導入及び実施の推進のためのガイドライ
ン」10）をもとにした 14 項目とした。具体
的には、「集中して仕事ができる場所や部屋
がある」「机の上は、仕事をするのに十分な
明るさである」「机の上には作業に十分なス
ペースがある」「足元は、足を伸ばせる広い
スペースがある」「室内の温度や湿度は快適
である」「静かな環境である（交通音や生活
音などの気になる音がない）」「テレワーク
の作業環境整備について資金的援助があっ

た（机やイス、パソコン機器の購入補助等）」
「テレワークの環境や方法について、職場
からの助言・指導があった」「事務用の机，
椅子で作業をすることができる（子供の勉
強机などを含む）」「座卓やこたつ等で作業
をしている」「スタンディングデスクで作業
をしている」「インターネット回線などの通
信環境が安定している」「パソコンなどの通
信機器の性能が十分である」「気分転換やリ
フレッシュできる場所や環境がある」とし、
選択肢はいずれも「そうだ」「まあそうだ」
「ややちがう」「ちがう」とした。 
３）基本属性 
 基本属性は、性別（男性、女性）、年齢（16
－19 歳、20－24 歳、25－29 歳、30－34 歳、
35－39 歳、40－44 歳、45－49 歳、50－54
歳、55－59 歳、60－64 歳、65－69 歳、70
－74 歳、75 歳以上）、BMI（18.5 未満、18.5
－25.0 未満、25.0 以上）、喫煙（なし、あ
り）、飲酒（頻度が毎日未満、毎日以上）、身
体活動（なし、あり）、精神的健康度（K611））
（良好、不良）、世帯所得（400 万円未満、
400－800 万円未満、800 万円以上、答えた
くない／わからない）、教育歴（中学・高校、
専門学校・短大・高専、大学、大学院、その
他）、業種（第一次産業、第二次産業、第三
次産業）、労働時間（週 40 時間未満、週 40
時間以上）、企業規模（49 人以下、50－999
人、1,000 人以上）、在宅勤務頻度（月 1 回、
月 2－3 回、週 1 回、週 2－3 回、週 4－5
回、ほとんど毎日（週 6－7 回））とした。 
 
４．分析方法 

目的変数を身体症状、説明変数を在宅勤
務環境、調整変数を性別、年齢、BMI、喫煙、
飲酒、身体活動、精神的健康度、世帯所得、
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教育歴、業種、労働時間、企業規模、在宅勤
務頻度としたポアソン回帰分析を行った。
この際、身体症状は前述の 4 種類のカット
オフ別に（例：4 点未満か以上か）分析を行
った。 

在宅勤務環境については、モデルに 1 項
目ずつ投入した。各在宅勤務環境に対し「そ
うだ」「まあそうだ」のいずれかに回答した
者は充足を意味する「はい」として、「やや
ちがう」「ちがう」のいずれかに回答した者
は未充足を意味する「いいえ」として扱っ
た。ポアソン回帰分析の際には「はい」を基
準とし、「いいえ」の Prevalence Ratio（PR）
を求めた。ただし、「座卓やこたつ等で作業
をしている」のみ、テレワーク時に座卓やこ
たつ等を使用することは望ましくないこと
から、充足を意味する「いいえ」を基準とし
て PR を算出した。また、14 項目の充足状
況について 1 項目未充足である場合を 1 点
とし、合計得点（0－14 点）を用いて 1 得
点高くなった場合の PR も算出した。 

さらに、在宅勤務の頻度で関連が異なる
かどうか検証するため、在宅勤務が週 3 回
以下、週 4 回以上で層化した解析も行った。 
 
５．倫理的配慮 
 本研究は、大阪国際がん研究所倫理審査
委員会（20084-9）および帝京大学医学系研
究倫理委員会（帝倫 22-199 号）の承認を得
たうえで行われた。対象者に対しては、調査
フォーム内に文面による調査の説明を記述
し、調査への参加について同意が得られた
場合のみ、調査に進む形式とした。 
 
C. 研究結果 
 表 1 には在宅勤務頻度別に対象者の特性

を示した。全体では、男性が 3,109 人
（68.0%）、平均年齢は 43.8 歳（標準偏差
14.0）であった。在宅勤務が週 3 回以下の
者は 2,933 人（64.2%）、週 4 回以上の者は
1,636 人（35.8%）であった。身体症状がほ
とんどない 3 点以下の者は、在宅勤務が週
3 回以下の群において 824 人（28.1%）であ
るのに対し、週 4 回以上の群で 562 人
（34.4%）と高い値を示した。 

表 2 は、自宅のテレワーク環境と身体症
状の関連についてのポアソン回帰分析の結
果を示した。身体症状について 4 点（弱い）
をカットオフとした分析では、14 項目中 11
項目において、在宅勤務環境が充足群と比
べ未充足群の方が身体症状ありの PR が有
意に高いという関連が認められた。8 点（中
等度）をカットオフにした分析では 10 項目、
12 点（高い）の場合は 10 項目、16 点（非
常に高い）の場合は 11 項目において同様の
関連がみられた。ただし、12 点（高い）の
場合のみ、「スタンディングデスクで作業を
している」における PR は 0.90（0.82－0.99）
であり、逆方向の関連が認められた。また、
いずれのカットオフを扱った場合において
も、在宅勤務環境の未充足が 1 項目増える
ごとに PR が有意に高くなるという結果が
示された。 

表 3 は、在宅勤務頻度が週 3 回以下の群
のみに層化したうえで、同様の解析を行っ
た結果を示した。身体症状について 4 点を
カットオフとした分析では、14 項目中 12
項目において、在宅勤務環境が充足群と比
べ未充足群の方が身体症状ありの PR が有
意に高いという関連が認められた。8 点を
カットオフにした分析では 11 項目、12 点
の場合は 10 項目、16 点の場合は 11 項目に
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おいて同様の関連がみられた。ただし、8 点、
12 点、16 点の場合において、「スタンディ
ングデスクで作業をしている」のみ逆方向
の有意な関連が認められた。また、いずれの
カットオフを扱った場合においても、在宅
勤務環境の未充足が 1 項目増えるごとに
PR が有意に高くなるという結果が示され
た。 

表 4 は、在宅勤務頻度が週 4 回以上の群
のみに層化したうえで、同様の解析を行っ
た結果を示した。身体症状について 4 点（弱
い）をカットオフとした分析では、14 項目
中 7 項目において、在宅勤務環境が充足群
と比べ未充足群の方が身体症状ありの PR
が有意に高いという関連が認められた。8 点
（中等度）をカットオフにした分析では 9
項目、12 点（高い）の場合は 10 項目、16
点（非常に高い）の場合は 10 項目において
同様の関連がみられた。ただし、8 点の場合
のみ、「座卓やこたつで作業している」にお
ける PR は 0.85（0.75－0.95）であり、逆方
向の関連が認められた。また、いずれのカッ
トオフを扱った場合においても、在宅勤務
環境の未充足が 1 項目増えるごとに PR が
有意に高くなるという結果が示された。 
 
D. 考察 
 在宅テレワーカーを対象に、在宅勤務環
境と身体症状の関連を検討したところ、日
本語版 SSS‒8 のいずれのカットオフ、およ
びテレワークのいずれの実施頻度において
も、在宅勤務環境の未充足が増えるほど身
体症状の PR が有意に高いという一貫した
結果が認められた。同様に、各在宅勤務環境
に関する項目では、「集中して仕事ができる
場所や部屋がある」「足元は、足を伸ばせる

広いスペースがある」「室内の温度や湿度は
快適である」「静かな環境である」「インター
ネット回線などの通信環境が安定している」
「気分転換やリフレッシュできる場所や環
境がある」の 6 項目において、充足に比べ
未充足の方が身体症状の PR は有意に高い
という一貫した結果であった。 
 在宅勤務環境の未充足が身体症状の有病
率の高さと関連していたという結果は、肩
こり 4）や腰痛 5）に対する先行研究の知見を
支持するものであった。本研究では、肩こり
や腰痛を含む様々な身体症状においても、
同様の関連が認められたという新たな知見
を得ることができた。さらに、テレワークの
実施頻度別に層化した分析では、週 3 回未
満および週 4 回以上のいずれにおいても同
様であった。テレワークの実施頻度と腰痛
の関連を明らかにした先行研究では、在宅
勤務環境が不良である場合には、ほとんど
実施していない群と比較して週 2－3 日の
実施の群では腰痛ありのオッズ比は 1.58 と
有意に高いことが示されている 8）。そのた
め、たとえテレワークの実施頻度が少ない
場合でも、在宅勤務環境が充足していない
と身体症状が出やすい可能性がある。 
 個別の在宅勤務環境では、「集中して仕事
ができる場所や部屋がある」および「室内の
温度や湿度は快適である」において未充足
であることが、いずれの分析においても身
体症状があることと関連していた。テレワ
ーク環境と身体的・精神的健康との関連を
検討した横断研究によると、テレワーク中
に注意がそがれることや在宅環境（明るさ、
温湿度、空気の質、騒音）への不満があると
身体的および精神的な健康問題の数が多い
ことが示されており 7）、同様の結果であっ
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た。また、「室内の温度や湿度は快適である」
および「足元は、足を伸ばせる広いスペース
がある」についても、未充足であることが肩
こり 4）や腰痛 5）と関連していることが示さ
れており、共通する項目であった。 
 「静かな環境である」「インターネット回
線などの通信環境が安定している」「気分転
換やリフレッシュできる場所や環境がある」
については、本研究により得られた新たな
知見である。静かな環境、通信環境の安定、
休憩時のリフレッシュ可能な環境は、いず
れもテレワークにおいて推奨されている環
境であり 3）、このような仕事に適していな
い環境で働いているテレワーカーは筋骨格
系障害のリスクが高いことが示されている
12）。これらの環境が未充足であることで、テ
レワーカーにストレス反応を引き起こし、
様々な身体症状がもたらされるのかもしれ
ない。 
 一方、「座卓やこたつ等で作業をしている」
「スタンディングデスクで作業している」
については、有意な関連がみられなかった、
もしくは未充足の方が自覚症状ありの PR
が低かった。特に、スタンディングデスクの
充足率は 16.1%と 14 項目中最も低く、肩こ
りや腰痛などの身体症状がある者が悪化予
防を意識してそのような環境整備をしてい
た可能性もある。また、座卓やこたつ等での
作業は猫背になりがちで、頸や腰への負担
が大きいとされている 13）。そのため、本研
究において関連がみられなかった理由は明
らかでないが、縦断的に関連を検討するこ
とで、因果関係を追及していくことが必要
である。 

本研究にはいくつかの限界点が挙げられ
る。1 つ目は、本研究はインターネット調査

であるため、回答者はインターネット調査
に関心が高い層に偏っている可能性がある
ことである。2 つ目は、Web による自記式
質問票調査であるため、在宅勤務環境等の
評価は客観的な評価と比べて誤差が生じて
いる可能性があることである。3 つ目は、本
研究のデザインは横断研究であるため、因
果の逆転の可能性がある。今後は縦断研究
により、関連を検討していくことが望まれ
る。 
 
E. 結論 
 在宅テレワーカーにおいては、在宅勤務
環境の整備が不十分なほど（特に集中でき
る場、足元のスペース、温湿度、静けさ、通
信環境、気分転換の場）、身体症状を持つ者
が多いことが示唆された。今後は縦断的に
評価を行うことで、よりエビデンスレベル
の高い因果関係を明らかにしていくことが
望まれる。 
 
F. 研究発表 
1. 論文発表 
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2. 学会発表 
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表 1 在宅勤務頻度別の対象者の特性 

 

 
 

N % N % N %
人数 4,569 100.0 2,933 100.0 1,636 100.0
性別 男性 3,109 68.0 2,029 69.2 1,080 66.0
年齢 平均値±標準偏差 43.8 14.0 42.5 14.0 46.0 13.7
BMI 18.5未満 500 10.9 316 10.8 184 11.2

18.5－25.0未満 3,159 69.1 2,080 70.9 1,079 66.0
25.0以上 910 19.9 537 18.3 373 22.8

生活習慣 喫煙なし 3,415 74.7 2,144 73.1 1,271 77.7
飲酒頻度が毎日未満 3,661 80.1 2,386 81.4 1,275 77.9
身体活動あり 1,945 42.6 1,328 45.3 617 37.7

精神的健康度 心理的ストレス反応なし 2,658 58.2 1,639 55.9 1,019 62.3
世帯所得 400万未満 738 16.2 441 15.0 297 18.2

400－800万未満 1,619 35.4 1,101 37.5 518 31.7
800万以上 1,551 33.9 1,011 34.5 540 33.0
答えたくない／わからない 661 14.5 380 13.0 281 17.2

最終学歴 中学・高校 555 12.1 348 11.9 207 12.7
専門学校・短大・高専 616 13.5 363 12.4 253 15.5
大学 2,821 61.7 1,872 63.8 949 58.0
大学院 550 12.0 338 11.5 212 13.0
その他 27 0.6 12 0.4 15 0.9

業種 第一次産業 31 0.7 23 0.8 8 0.5
第二次産業 1,198 26.2 798 27.2 400 24.4
第三次産業 3,340 73.1 2,112 72.0 1,228 75.1

労働時間 週40時間未満 1,702 37.3 1,072 36.5 630 38.5
週40時間以上 2,867 62.7 1,861 63.5 1,006 61.5

企業規模 49人以下 1,313 28.7 660 22.5 653 39.9
50－999人 1,298 28.4 964 32.9 334 20.4
1,000人以上 1,724 37.7 1,165 39.7 559 34.2
わからない 234 5.1 144 4.9 90 5.5

在宅勤務頻度 月1回 425 9.3 425 14.5 0 0.0
月2－3回 656 14.4 656 22.4 0 0.0
週1回 662 14.5 662 22.6 0 0.0
週2－3回 1,190 26.0 1,190 40.6 0 0.0
週4－5回 725 15.9 0 0.0 725 44.3
ほとんど毎日（週6－7回） 911 19.9 0 0.0 911 55.7

身体症状 3点以下 1,386 30.3 824 28.1 562 34.4
4－7点 1,138 24.9 723 24.7 415 25.4
8－11点 833 18.2 511 17.4 322 19.7
12－15点 589 12.9 423 14.4 166 10.1
16点以上 623 13.6 452 15.4 171 10.5

週3回以下 週4回以上合計
在宅勤務
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表
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）

 

 
PR: Prevalence Ratio 
身

体
症

状
の

カ
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オ

フ
値
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に
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を
算

出
し

た
（「

低
い

」
の

場
合

は
0-3
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分
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、
4
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）。
 

自
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環
境
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で

モ
デ

ル
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し
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。
 

性
別

、
年

齢
、
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I、

生
活

習
慣

（
喫

煙
、

飲
酒

、
身

体
活

動
）、

精
神

的
健

康
度

、
世

帯
所

得
、

教
育

歴
、

業
種

、
労

働
時

間
、

企
業

規
模

、
在

宅
勤

務
頻

度
で

調
整

し
た

。
 

N
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
は

い
3,265

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
1,304

1.10
1.06-1.14

<
.001

1.17
1.11-1.24

<
.001

1.31
1.21-1.43

<
.001

1.60
1.39-1.84

<
.001

は
い

3,805
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

764
1.09

1.05-1.13
<
.001

1.22
1.15-1.30

<
.001

1.47
1.35-1.61

<
.001

1.80
1.57-2.07

<
.001

は
い

3,332
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

1,237
1.10

1.06-1.14
<
.001

1.18
1.12-1.25

<
.001

1.39
1.27-1.51

<
.001

1.56
1.36-1.78

<
.001

は
い

3,434
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

1,135
1.10

1.06-1.14
<
.001

1.18
1.11-1.25

<
.001

1.35
1.24-1.47

<
.001

1.62
1.41-1.86

<
.001

は
い

3,689
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

880
1.11

1.07-1.15
<
.001

1.22
1.14-1.29

<
.001

1.42
1.30-1.55

<
.001

1.76
1.54-2.03

<
.001

は
い

3,272
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

1,297
1.13

1.09-1.17
<
.001

1.20
1.13-1.27

<
.001

1.36
1.25-1.49

<
.001

1.63
1.42-1.87

<
.001

は
い

1,473
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

3,096
1.11

1.06-1.15
<
.001

1.06
0.9997-1.13

0.051
1.05

0.96-1.15
0.255

1.03
0.90-1.19

0.656
は

い
1,778

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
2,791

1.09
1.05-1.13

<
.001

1.09
1.03-1.16

0.003
1.07

0.98-1.16
0.215

1.16
1.01-1.33

0.039
は

い
2,826

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
1,743

1.07
1.03-1.11

<
.001

1.05
0.995-1.12

0.074
1.23

1.13-1.34
<
.001

1.36
1.19-1.56

<
.001

い
い

え
2,980

ref.
ref.

ref.
ref.

は
い

1,589
0.98

0.95-1.02
0.327

0.99
0.93-1.05

0.700
1.04

0.95-1.13
0.366

1.00
0.87-1.15

0.992
は

い
736

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
3,833

1.04
0.994-1.09

0.088
0.94

0.88-1.01
0.073

0.90
0.82-0.99

0.025
0.87

0.75-1.01
0.071

は
い

3,617
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ref.
ref.

ref.
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え

952
1.07

1.03-1.11
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.001

1.21
1.14-1.28

<
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1.41
1.30-1.54
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1.53
1.34-1.75
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は
い

3,580
ref.

ref.
ref.

ref.
い
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え

989
1.04

0.997-1.08
0.068

1.15
1.09-1.22

<
.001

1.33
1.22-1.45

<
.001

1.56
1.36-1.80
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.001
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い
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え

1,296
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1.05-1.12
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95%
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1.03
0.98-1.09

0.258
0.91

0.85-0.98
0.014

0.86
0.78-0.96

0.007
0.82

0.69-0.97
0.023

は
い

2,264
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

669
1.06

1.02-1.11
0.008

1.19
1.11-1.28

<
.001

1.38
1.25-1.52

<
.001

1.54
1.32-1.81

<
.001

は
い

2,225
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

708
1.05

1.01-1.10
0.021

1.16
1.08-1.24

<
.001

1.32
1.20-1.46

<
.001

1.57
1.34-1.83

<
.001

は
い

2,093
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

840
1.07

1.03-1.12
<
.001

1.14
1.06-1.22

<
.001

1.24
1.13-1.37

<
.001

1.38
1.18-1.62

<
.001

上
記

14項
目

の
合

計
得

点
（

未
充

足
の

環
境

が
1項

目
増

え
た

場
合

の
PR）

2,933
1.03

1.02-1.03
<
.001

1.04
1.03-1.05

<
.001

1.07
1.06-1.09

<
.001

1.12
1.09-1.15

<
.001

パ
ソ

コ
ン

な
ど

の
通

信
機

器
の

性
能

が
十

分
で

あ
る

気
分

転
換

や
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
る

場
所

や
環

境
が

あ
る

テ
レ

ワ
ー

ク
の

作
業

環
境

整
備

に
つ

い
て

資
金

的
援

助
が

あ
っ

た
（

机
や

イ
ス

、
パ

ソ
コ

ン
機

器
の

購
入

補
助

等
）

テ
レ

ワ
ー

ク
の

環
境

や
方

法
に

つ
い

て
、

職
場

か
ら

の
助

言
・

指
導

が
あ

っ
た

事
務

用
の

机
、

椅
子

で
作

業
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
子

供
の

勉
強

机
な

ど
を

含
む

）
座

卓
や

こ
た

つ
等

で
作

業
を

し
て

い
る

ス
タ

ン
デ

ィ
ン

グ
デ

ス
ク

で
作

業
を

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
な

ど
の

通
信

環
境

が
安

定
し

て
い

る

静
か

な
環

境
で

あ
る

（
交

通
音

や
生

活
音

な
ど

の
気

に
な

る
音

が
な

い
）

身
体

症
状

の
程

度
（

カ
ッ

ト
オ

フ
値

）

自
宅

の
テ

レ
ワ

ー
ク

環
境

低
い

 (≧
4)

中
等

度
 (≧

8)
高

い
 (≧

12)
非

常
に

高
い

 (≧
16)

集
中

し
て

仕
事

が
で

き
る

場
所

や
部

屋
が

あ
る

机
の

上
は

、
仕

事
を

す
る

の
に

十
分

な
明

る
さ

で
あ

る

机
の

上
に

は
作

業
に

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

足
元

は
、

足
を

伸
ば

せ
る

広
い

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る

室
内

の
温

度
や

湿
度

は
快

適
で

あ
る
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表
4 

自
宅

の
テ

レ
ワ

ー
ク

環
境

と
身

体
症

状
の

関
連

（
在

宅
勤

務
週

4
回

以
上

の
群

に
お

け
る

ポ
ア

ソ
ン

回
帰

分
析

）
 

 
PR: Prevalence Ratio 
身

体
症

状
の

カ
ッ

ト
オ

フ
値

ご
と

に
PR

を
算

出
し

た
（「

低
い

」
の

場
合

は
0-3

点
と

4-32
点

で
区

分
し

、
4

点
以

上
の

PR
を

算
出

）。
 

自
宅

の
テ

レ
ワ

ー
ク

環
境

は
そ

れ
ぞ

れ
単

独
で

モ
デ

ル
に

投
入

し
た

。
 

性
別

、
年

齢
、

BM
I、

生
活

習
慣

（
喫

煙
、

飲
酒

、
身

体
活

動
）、

精
神

的
健

康
度

、
世

帯
所

得
、

教
育

歴
、

業
種

、
労

働
時

間
、

企
業

規
模

で
調

整
し

た
。

 

N
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
PR

95%
CI

P
は

い
1,286

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
350

1.10
1.02-1.18

0.008
1.17

1.04-1.31
0.008

1.35
1.12-1.62

0.001
1.61

1.22-2.12
<
.001

は
い

1,420
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

216
1.05

0.96-1.14
0.287

1.17
1.04-1.33

0.012
1.60

1.33-1.93
<
.001

2.19
1.66-2.89

<
.001

は
い

1,265
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

371
1.03

0.96-1.10
0.468

1.09
0.97-1.22

0.129
1.48

1.24-1.77
<
.001

1.58
1.20-2.09

0.001
は

い
1,294

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
342

1.08
1.001-1.16

0.047
1.15

1.02-1.29
0.019

1.46
1.22-1.75

<
.001

1.80
1.36-2.37

<
.001

は
い

1,381
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

255
1.11

1.03-1.20
0.006

1.22
1.08-1.38

0.001
1.56

1.29-1.88
<
.001

2.09
1.58-2.76

<
.001

は
い

1,172
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

464
1.14

1.07-1.22
<
.001

1.26
1.13-1.41

<
.001

1.42
1.19-1.70

<
.001

1.34
1.02-1.78

0.039
は

い
508

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
1,128

1.09
1.01-1.17

0.027
1.15

1.02-1.30
0.019

1.07
0.89-1.30

0.458
1.00

0.75-1.32
0.990

は
い

551
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

1,085
1.07

0.99-1.15
0.072

1.07
0.95-1.20

0.246
1.05

0.87-1.27
0.615

0.97
0.73-1.29

0.853
は

い
1,115

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
521

1.03
0.97-1.11

0.326
1.03

0.93-1.15
0.560

1.35
1.13-1.62

<
.001

1.42
1.08-1.87

0.013
い

い
え

1,191
ref.

ref.
ref.

ref.
は

い
445

0.96
0.90-1.03

0.242
0.85

0.75-0.95
0.007

0.94
0.78-1.14

0.556
0.83

0.61-1.11
0.208

は
い

218
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

1,418
1.08

0.97-1.20
0.153

1.07
0.92-1.23

0.395
1.03

0.83-1.28
0.794

1.09
0.79-1.52

0.601
は

い
1,353

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
283

1.11
1.03-1.19

0.009
1.25

1.11-1.41
<
.001

1.51
1.26-1.82

<
.001

1.48
1.11-1.99

0.008
は

い
1,355

ref.
ref.

ref.
ref.

い
い

え
281

1.00
0.92-1.09

0.960
1.13

1.0001-1.28
0.0498

1.35
1.11-1.64

0.002
1.61

1.21-2.16
<
.001

は
い

1,180
ref.

ref.
ref.

ref.
い

い
え

456
1.10

1.03-1.18
0.004

1.13
1.01-1.26

0.039
1.22

1.01-1.46
0.036

1.51
1.14-2.02

0.005
上

記
14項

目
の

合
計

得
点

（
未

充
足

の
環

境
が

1項
目

増
え

た
場

合
の

PR）
1,636

1.02
1.01-1.03

<
.001

1.03
1.02-1.05

<
.001

1.08
1.05-1.11

<
.001

1.11
1.06-1.16

<
.001

パ
ソ

コ
ン

な
ど

の
通

信
機

器
の

性
能

が
十

分
で

あ
る

気
分

転
換

や
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
る

場
所

や
環

境
が

あ
る

テ
レ

ワ
ー

ク
の

作
業

環
境

整
備

に
つ

い
て

資
金

的
援

助
が

あ
っ

た
（

机
や

イ
ス

、
パ

ソ
コ

ン
機

器
の

購
入

補
助

等
）

テ
レ

ワ
ー

ク
の

環
境

や
方

法
に

つ
い

て
、

職
場

か
ら

の
助

言
・

指
導

が
あ

っ
た

事
務

用
の

机
、

椅
子

で
作

業
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
子

供
の

勉
強

机
な

ど
を

含
む

）
座

卓
や

こ
た

つ
等

で
作

業
を

し
て

い
る

ス
タ

ン
デ

ィ
ン

グ
デ

ス
ク

で
作

業
を

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
な

ど
の

通
信

環
境

が
安

定
し

て
い

る

静
か

な
環

境
で

あ
る

（
交

通
音

や
生

活
音

な
ど

の
気

に
な

る
音

が
な

い
）

身
体

症
状

の
程

度
（

カ
ッ

ト
オ

フ
値

）

自
宅

の
テ

レ
ワ

ー
ク

環
境

低
い

 (≧
4)

中
等

度
 (≧

8)
高

い
 (≧

12)
非

常
に

高
い

 (≧
16)

集
中

し
て

仕
事

が
で

き
る

場
所

や
部

屋
が

あ
る

机
の

上
は

、
仕

事
を

す
る

の
に

十
分

な
明

る
さ

で
あ

る

机
の

上
に

は
作

業
に

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

足
元

は
、

足
を

伸
ば

せ
る

広
い

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る

室
内

の
温

度
や

湿
度

は
快

適
で

あ
る
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